
 

決 

裁 

委員長 職務代理 委 員 委 員 6杉選第344号 

    議事録案です。 

訂正があれば、指摘をお願いします。 

確定した内容は、区公式HPへ掲載します。 

  令和 7年第 42回選挙管理委員会定例会会議録 

   

開催日時 

                      午前 9時 00分から 

  令和 7年 11月 26日（水）             

午前 9時 40分まで 

出 席 者 
委 員 今井委員長、与島委員長職務代理、島田委員、小井委員 

事務局 石田局長、井澤次長、小川選挙法規担当係長 

開催場所 選挙管理委員会室 傍聴人 無 

会議の結果 

及び 

主な発言 

議 案 等 結果 

議案 

第 45号 

杉並区選挙管理委員会情報セキュリティ基本方針の策定に

ついて 
決定 

報告事項

42‐1 

明るい選挙推進委員地区別研修会について 
了承 

その他  ― 

委員長 これから令和 7年第 42回の定例会を開催します。 

 ＜杉並区選挙管理委員会情報セキュリティー基本方針の策定について＞ 

委員長 議案第 45号について事務局から説明をお願いします。 

局長 

それでは議案第 45号杉並区選挙管理委員会情報セキュリティー基本方針の

策定について、御説明をいたします。資料を見ていただきますと、セキュリテ

ィー基本方針の策定ということで、11 月 25 日付けで、区長から委員長宛て

に、杉並区選挙管理委員会情報セキュリティー基本方針の策定についての通知

がございました。区では同日 25日に開催した第 8回区政イノベーション本部

において、地方自治法第 244 条の 6 項第 1 項の規定に基づいて定めることと

されたサイバーセキュリティーを確保するための方針について、区長部局と他

の事業機関との方針案を確定した旨の報告がされたことで、区の基本方針案を

送付頂いたので、選挙管理委員会でも、行政委員会として策定の意思決定をお

願いしたいという趣旨の通知がございました。それを受けて議案第 45号で基

本方針の策定について諮るものになります。策定については、自治法上の規定

によって、情報セキュリティー関係の方針を定めて、必要な措置を講ずること

が法で定められているということで、選挙管理委員会においても、情報セキュ

リティー対策についての基本事項を定めるための方針を策定するということ

が求められてございます。基本方針の内容については、10項目、目的・定義・

対象とする脅威・適用範囲等、規定をするものになります。基本方針文案は、

別紙のとおり本日承認頂ければ、本日策定というものになります。目次 2の定

義のところの基本方針において、次の各項に揚げる用語の意義という中で（2）

の情報システムについては、選挙管理委員会の組織運営に必要な情報の収集等

で規定をしております。また、適用範囲のところの（1）、行政機関の範囲は、

選挙管理委員会及び選挙管理委員会事務局になります。また組織体制と情報資



産の分類と管理についても、選挙管理委員会の保有する情報資産ということで

規定をしてございます。最後、情報セキュリティー対策基準の策定と、情報セ

キュリティー実施手順の策定ということになりますが、この方針に基づいて対

策を実施するために、具体的な遵守事項等、判断基準を定める、対策基準をま

た別途策定する必要がございます。またこれに基づいた、実施手順も策定をし

なければいけないということになっています。この基本方針を定めるに当たっ

て、事務局で対策基準あるいは実施手順について、またお諮りをしたいと思っ

てございます。以上、議案第 45号、杉並区選挙管理委員会情報セキュリティ

ー基本方針の策定についての説明となります。 

委員長 
ありがとうございました。これについては多岐にわたっておりますけども、

最終的につくったのは、区長部局でしょうか。 

局長 情報セキュリティー対策本部です。 

委員長 

ご質問、ご意見等を伺いたいと思います。 

違反に当たっては、必要な処分等を行うというのがあるが、これは、こちら

で処分する、それとも区のほうでっていうこと。 

局長 
違反時の処分は、選挙管理委員会職員は、区職員であることから、人事課等

の既存の処分制度に基づき対応すると思われます。 

委員長 

物理的セキュリティーとか人的セキュリティーは必要な対策とか物理的な

対策を講じるになっているから、これは全部実施手順のほうに、落とし込まれ

るのかなって思いますが、いかがでしょうか。 

局長 
実施手順とか、情報を取り扱う細かい手順等については、区の情報セキュリ

ティー対策と整合を図りながら見直すと思います。 

小井委員 
選管の場合の脅威って言ったら考えられるものとか、今まであった事例とか

何が問題になったことがありますか。 

局長 区の選管ではないです 

委員長 

ほか皆さんよろしいでしょうか。基本方針についてそれでは了承するものと

いたします。議案第 45号は了承いたします。それでは報告事項 42の 1、明る

い選挙推進委員地区別研修会について、御説明ください 

 ＜明るい選挙推進委員地区別研修会について＞ 

局長 

明るい選挙推進地区別研修会関連の御報告になります。12月 2日、5日、8

日、10日の 4日間、どれも午前中 10時から行います。 

井草地域区民センター、コミュニティふらっと阿佐谷、高井戸地域区民セン

ター、３か所です。それぞれ御都合のつく委員には御参加を頂くということで

す。当日の研修内容は「管理者・立会人について」で、これは推進委員が、期

日前の管理者とか立会人をお願いしたりしますのでその仕事の業務と役割に

ついてと、もう一つは、区長選挙と区議補選挙の啓発事業についてと、二つの

テーマで、区の職員が話をするということになります。休憩を挟んで演習問題

をやって閉会ということになります。 

委員長 これについて何か皆さんから御質問がございますでしょうか。 

島田委員 毎回どのくらいの推進委員の方が参加されるんでしょうか 

局長 20人前後になります。 

委員長 
それでは、42－1の報告についてはよろしいでしょうか。報告を了承いたし

ます。その他について、定例会の予定等ですけども、説明をお願いいたします。 

局長 

 12 月 1 日が選挙名簿の登録基準日登録日になりますので月曜の開催という

ことになります。 

（議題書に沿って、今後の日程を確認） 



 
 

委員長 

一般質問の補足で、今日の答弁ですけども、公職選挙法では指定病院等に外部

立会人制度というものがあって、ただ公選法上は、努力義務になっている。強

制ではないので、杉並区今現在は約 70か所、区内の指定施設があって、外部

立会人の利用は毎回の選挙で 10 施設程度で、パーセントでいうと 15％ぐら

い。東京都の平均が 25％ぐらいですからそれよりも少ないですが、強制力は

ないのでなかなか進まない状況である答弁をする予定です。 

与島委員 外部立会人を要請しない施設はどういう感じでやっていますか。 

局長 

基本は施設長が不在者投票の病院の管理者になって施設職員に立会人を指

名して、病院職員が立ち会う形です。施設の中で人を調達できれば手間がかか

りませんが、外部立会人だと、区と打合せにして、選任の同意をもらい、日程

を調整し、また終わったら報告をしないといけないので、手間と事務の煩雑が

あるのかと思います。 

委員長 

実情としてはそのとおりで、だから選定しないところも多いのはよく分かり

ます。よろしいでしょうか。 

それでは令和 7年第 42回、杉並区選挙管理委員会定例会を終了いたします。 

回 

議 

局 長 次 長 主 査 作成者 第 42回定例会 令和 7年 11月 26日 

     会議録（案）を回議します。訂正があれば、指摘願いま

す。 

確定後は区公式HPへ掲載します。 


